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3日間のコース 

リードアセッサトレーニングCMM / CMMI / ISO15504 
 
 

プロセスプロフェッショナルアセスメントを 
リードするために必要なスキルを身につける 

アセスメントプログラムは、御社のニーズを本当に満たしているでしょうか？このコースを受講する

と、PPA手法に基づいて、御社のビジネスに最適なアセスメントをリードするための能力を身につける

ことができます。 

• PPA手法に基づくアセスメントの計画と、その対象範囲の決定。 

• アセスメントを管理するために、プロセスプロフェッショナルの客観的で、再現性のあるアセスメ

ント手法の活用できる。 

• ISO15004適合モデル、CMM®
又は、CMMI® を使用したアセスメントの指揮管理できる。

▇  コースの目的 
このコースでは次のことを学びます。 
 • プロセス改善及び、供給者リスクアセス
メントにおいて、プロセスプロフェッシ
ョナルアセスメントを指揮管理する 

 • 下記のモデルを使用した、アセスメント
の指揮管理。 

ISO15504 適合モデル • 
• 
• 

CMM® 
CMMI® 

 • アセスメント所見に基づく、組織の改善
の機会とリスク管理方法の提言 

▇  コースの成果 
コースに参加すると、下記の事ができるよう
になります。 

• アセスメントを組織の内部要員でまかなう
ことができ、費用を最適化できます 

•ビジネスの成長を安定して継続するため
に、アセスメントを活用できます 

•現状のパフォーマンスを測定し、改善点を
特定できます。 

• 業界ベンチマークにより、自社のパフォー
マンスを評価できます 

▇  コース形式 
アセスメント手法を身に付けて頂く為に、プ

レゼンテーションと演習を交互に行います。

コース教材には、プレゼンテーション資料、

演習用資料、その他追加資料を含みます。   
 
 
 

▇  コース参加の前提条件 
  このコースを受講するには、下記の経験
が必要になります。受講者は、選定した
モデルのプロセスプロフェッショナルア
セッサトレーニングコースを修了してい
る事が必要です。 

▇  コースの内容 
アセスメントの管理： 
 • アセスメントの対象範囲を決める 
 • アセスメント計画を立てる 
 • アセスメントチームを結成し、参加者に
事前説明をする 

 • アセスメントの実施を管理する 
 • 所見を統合する 
 • アセスメントの所見を公表する 
 • アセスメントの成果を測定する 
 • アセスメントの完了処理をする 

▇  資格 
受講者はコースを通じて評価を受け、また希

望者はコースの最後に試験を受ける事ができ

ます。このコース中の評価と試験に合格すれ

ば、プロビジョナルPPAリードアセッサ資格
を得ることができます。合格後、有資格リー

ドアセッサの監督の下で、アセスメントに参

加することが必要です。 
 

 能力成熟度モデルCMM  、CMMIは、カーネギーメロン大学によって、
米国特許商標庁に登録されています
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